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•背景：コロナ禍で自粛生活が長期化し、人々の生活に影響を及ぼしている。

旭川市で元気な高齢者が通う「老人福祉センター」は、緊急事態宣言下では

閉館となり、通いの場としている高齢者にとって生活の変化が考えられる。

•目的：老人福祉センターに通う高齢者のコロナ禍での生活の変化について

明らかにする。

研究の背景 目的と方法

・方法：インタビュー結果について単純集計を行い、傾向を分析した。

・倫理的配慮：インタビューの目的・方法等について説明し、承諾の得られた方
を対象とした。匿名とし、個人が特定されないよう配慮した。
施設名の公表について旭川市及び施設長の承諾を得た。

対象者の概要

インタビュー実施日：R3.11.22 協力者 22名

5人

16人

1

Q１.コロナ禍になって体調の変化はありましたか？

70～
74歳

75～
79歳

●体調に変化
があったと答
える人は全て
70代だった。

●男女ともに体調に
変化ない人が多かった。

●体調に変化あった人は
外出しないことで気持ちや
体力に影響があった。

●80代以上で体調に変化があった人
はいなかった。

・変わらず元気

約73％

約23％

はい

いいえ

無回答

・外出することが憂鬱
・外出しなくなって体力
が落ちた

・つまづきやすくなった

「はい」と答えた方の内訳

約２3％

約７3％

Q２.自粛生活を通して気持ちの変化などありますか？

7人

14人

1

約63％

約32％

・家族や近所の人に
会う機会がある
・家ではゆっくりと楽
しく過ごしている
・センターに来て、
息抜きできる

・落ち込んでいる暇
はない

いいえ

はい

無回答
・意欲の低下
・閉じこもりがち、暗くなる、
恐怖心

・動くことがおっくう
・みんなと会えなくなった

など…

85～
89歳

75～79
歳

「はい」と答えた
方の内訳

70～
74歳

●はいと答えた人は70
代が86％を占めた
80代以上は気持ちの変
化はないと答える人が
ほとんどだった

Q３.コロナ禍になって運動習慣、運動量に変化はありましたか？

はい

8人いいえ

14人

約64％

・前から気をつけて
運動している

・センターに通えない
間も運動するよう
にしていた

・センターに来ない間は
運動する機会が少な
くなった

・行くところがない
・歩いていたのが減った
・センターに来るように
なり運動量が増えた

約36％

はい

5名

はい

3名

いいえ

11名

いいえ

3名

女性

男性

Q４.買い物、外食の頻度は減りましたか？

はい

13人

いいえ

9人

・買い物の頻度
は変わらない

・会食、外食を控
える

・買い物の頻度が
減った

・趣味の場に行か
なくなった

・出前が増えた

約59％

約41％

はい

10人

はい

3人

いいえ

6人

いいえ

3人

女性

男性

Q５.通いの場に通う頻度は変わりましたか？

はい

14人

いいえ

6人

無回答

2人

・センターが閉館し
ていたため、来るこ
とができなかった
・趣味の活動にも参
加しにくくなった
・重い腰を上げる
のが難しかった

・センターに来る
・外出は控えるよう
になったが減って
はいない

約64％

約27％

センターの閉館に
よって通いの場に行
く頻度が減った人が
多かった様です

はい

7人

いいえ

12人

無回答

3人

Q６.コロナ禍になって新しく挑戦したことはありますか？

・散歩
・料理
・新しいコミュニティ
に参加（女性部会、
体操教室、センター
のうたごえ）

⇒時間ができたことで新しいことを
始める機会になった方もいました！

約32%

約55%

あまり変わらない
ぬいものをしていた

Q７.コロナ禍以前と以後で
手洗いうがいの頻度は変化しましたか？

はい

17人

いいえ

1人

無回答

4人

前からしっかり
行っていた

・手洗い（外出の度、
何をした後でも、
料理前）

・増えて風邪もひか
なくなった

・衛生活動への意
識が高まった

⇒コロナの流行から、手洗いや手指消毒への意識が
高まり習慣になっていました！

約77%

自由回答

○コロナになって困ったこと
第1位：外出できないこと
第2位：孫の顔が見られないこと
第3位：暇ができすぎ、時間の使い道

○現在の楽しみ・生きがい
第1位：センターに来て活動すること
第2位：ダンスやカラオケ
第3位：好きな番組をみること

○コロナ禍の生活での工夫
・手洗い、うがい、運動
・食事をしっかり食べる、内容の工夫

⇔コロナ禍になって良かった事

・人類の経験としてよかった
・道民割など利用しホテルに泊まるのが楽しみ

1位 テレビを見ていた
2位 縫い物・編み物

家事・片付け
3位 畑や庭の手入れ

新聞・読書

おうち時間に
していたこと

考 察
•コロナ禍の自粛生活における体調の変化について、中には外出しなく
なったことで体力が落ちたり、意欲の低下がある方もいたが、心身とも
に元気に過ごす方が多い傾向にあった。

•コロナ禍でセンターに来れず運動習慣や運動量が減った方もいたが、
センター閉館中も運動習慣を継続している方が多い傾向であった。

•コロナ禍でも手洗い・うがい等の工夫を行い、センターでの活動を生き
がいに過ごしていたことが示された。

元気の秘訣は

心と体の健康的
な生活の継続

趣味や生きがいがとても
素敵で楽しくお話を聞か
せていただきました

ご協力ありがとうございました

学生の学び

インタビュー後に健康情報をお知らせしました！
自宅でできる！

～手軽に筋力アップ・
からだをほぐす体操・
ストレッチ～

筋トレの前後や
リラックスしたい
時には・・・

全身を伸ばす、
肩を上げ下げす
るなどの動きを
取り入れるとか
らだがほぐれて
いきます！

感染対策 ～3密回避、お口の清潔～

隣の人とお話しする時は
互いに手の届かない十分な距離を！
※なるべく2メートル、最低1メートル

今一度気をつけてみましょう！

お口を清潔に保つことは、感染症予防にも有効
毎食後や、寝る前の歯磨きを行いましょう！

引用文献（2021-11-26、29）
出典：首相官邸HP、3つの密を避けるための手引きよりhttps://www.mhlw.go.jp/content/000561006.pdf
出典：長寿医療センター

高齢者のための転倒防止セルフチェックよりhttps://www.ncgg.go.jp/hospital/tento/a_02.html
高齢者のための新型コロナウイルス感染症ハンドブックよりhttps://www.ncgg.go.jp/hospital/documents/covid19HandBook.pdf

マスク着用、手洗い

うがい、アルコール消毒も
お忘れなく！
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